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徳
田
耕
一

こ
の
度
運
転
者
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
徳
田
で
す
。

三
年
ぐ
ら
い
前
に
「
い
る
か
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
た
こ
と

が
、
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
出
発
点
で
す
。
毎
月
送
ら

れ
て
く
る
「
い
る
か
バ
ン
ク
通
信
」
の
記
事
で
、
相
模
原
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
活
動
を
知
り
ま
し

た
。
運
転
免
許
の
資
格
を
生
か
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

当
面
、
金
曜
日
以
外
の
日
で
他
の
用
事
が
な
い
時
に
活
動

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
楽
し
く
活
動
出
来
た
ら
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ス
キ
ー
で
す
。
毎
年
、
専
ら
長
野
県
の
ス
キ
ー
場

に
出
か
け
て
い
ま
す
。

皆
様
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

楽
し
く
活
動
し
て
い
く

仲
間

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
レ
ン
チ

十
号
車
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
脱
着
用
レ
ン
チ
と
し
て
、
運
転
者

の
東
原
さ
ん
が
利
便
性
の
良
い
も
の
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

そ
の
レ
ン
チ
を
後
部

右
側
角
の
工
具
収
納
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
れ
ま
し
た
。

十
号
車
の
運
転
者
の
皆

さ
ん
、
一
度
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

運行実績 平成2８年度第１四半期
“一般運行実績”まとまりました

第１四半期では、「セダン型」運行（運転者の自家用車を使用する

運行）の利用件数の割合は28％でした。

車
両
整
備

昨
年
八
月
の
「
セ
ダ
ン
運
行
」（
運
転
者
の
自
家

用
車
を
使
用
し
て
行
う
運
行
）
開
始
を
受
け
て
、
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
活
動
に
関
す
る
規
程
・
会
則
の
改
訂

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

《ハンディキャブボランティア号運営規程》

１．名称を「ハンディキャブ運営規程」に変更

２．ハンディキャブ運行を「福祉車両運行」と「セダン運行」

に分類

《ハンディキャブボランティア号一般運行利用者の会会則》

１．名称を「ハンディキャブ利用者の会会則」に変更

２．「セダン運行」の記事追加

《ハンディキャブボランティア号貸出運行利用者の会会則》

１．「貸出運行利用者の会」、及び本会則を廃止

２．代わりに、福祉車両を貸し出す場合の細則「福祉車両

貸出細則」を定める

市民活動サポート
補償制度

「広報さがみはら」６月１日号で『市民活動サポ

ート補償制度のお知らせ』が掲載されました。

ハンディキャブ活動におけるこの『制度』の適用に

ついて補足いたします。

《対象となる活動中の事故》「自宅出発」～「自宅

帰着」の間に発生した損害賠償責任事故と傷害事

故が対象。但し、車両に関係する事故を除く。

《申請方法》出来るだけ早く「緊急時の連絡先」に

連絡。事故対応責任者は、当事者と一緒に「事故

報告書」等の書類を作成し、相模原市窓口に申請。

※詳細は、市ホームページで「市民活動サポート補償制度」

を検索して、『手引き』を閲覧してください。

運行ノウハウ

※
「貸
出
運
行
」に
つ
い
て

当
協
会
所
有
の
福
祉
車
両
の
貸
出
し
を
受
け
て
、

他
の
福
祉
活
動
団
体
（
例
え
ば
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

障
が
い
者
の
た
め
の
施
設
・
団
体
、
市
内
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
）
が
行
う
運
行
で
す
。

平成26年度 平成27年度 平成28年度


